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ら、主に古代哲学とそれによる後代

への影響を論じたものである。

　また、ある一部分の訳し方の違い

により、文全体の解釈が正反対に

なったり、登場人物の人物像が大

幅に変わってしまったりということも

書かれていた。私はそういった翻訳

や解釈の違いを考えることが好きな

ので、この本はとても興味深く、ま

た、自分が翻訳や解釈をする際の姿

勢についても振り返るきっかけとな

り、身が引き締まる思いがした。

内容の理解に難航
「ひたすら分からない…」

　太田先生にこの本を選んだ理由

を尋ねると、神崎先生は古代哲学を

志したものであれば誰もが尊敬する

存在で、昔、この本を十分に読み切

り理解することができなかった経験

があり、心残りがあったためであると

聞いた。私はそれまで神崎先生のこ

とは名前しか存じ上げなかったが、

今回のように自分が普段手に取らな

いような本を読む機会が得られたの

も読書会の良いところだと思った。

　読書会は参加した学生が交替で

作成したレジュメを元に進行したが、

レジュメがなかった場合は、先生方

がレジュメを作成しながら進行した。

私もレジュメを作る機会をいただいた

が、まず、本の内容を理解することに

難航した。日本語で書かれているの

に意味が分からない。ひたすら分から

ない。何が分からないのかも分からな

い。深い霧に包まれた知らない土地

で迷子になったような気分だった。

　他の哲学書を読んでいるときも同

じような感覚に囚われることがある。

だが、今回はレジュメを作る必要が

あったため、内容がほとんど分から

ないながらも、とりあえずキーワード

らしき単語を順にメモしていき、１章

を内容ごとに節に区切って、それぞ

れに見出しをつけた。そして、最初か

ら読み直しながら、それぞれの節の

重要な箇所を抜き取り、要約して内

容をまとめた。

「考えや思いを丁寧に
汲み取る」

　そうすると、ただ読んでいるときに

は分からなかった文章が、少しずつ

分かるようになってきた。そしてレジュ

メをもとに読書会が進行する中で、

先生や他の人の意見を聞いたり、議

論したりすることで、新しい視点を知

り、自分一人では見えなかった景色

が見えてくるようになった。これこそが

読書会の醍醐味だ、と思った。

　この読書会を通じて「分ける」こと

は「分かる」ことを実感した。哲学書

の読解に限らず、理解するということ

は切れ目の分からないグラデーショ

ンを切り分けて、その一つずつに名

前をつけていくようなことだ。しかし、

切り分け方やラベリングを間違え、

理解した気になっているだけで実は

ひどく誤解をしていることもあるかも

しれない。何かを正確に理解するこ

とはとても難しいし、そもそも無理な

のかもしれないとも考える。でも、出

会った本や出会った人々の考えや

思いをできるだけ汲み取れるよう

に、その一つずつ、その一人ずつと

丁寧に向き合っていきたいと思う。

　読書会を開催し、ご自身の体験を

交えた興味深い話をたくさんしてく

ださった太田先生と大厩先生、読書

会に参加してくださった方々、そして

素晴らしい本を後世に遺してくだ

さった神崎先生に感謝を述べたい。

2020年10月のプロ野球ドラフト会議で
指名された中大硬式野球部選手の

記者会見の様子▶

学生記者になりませんか？学生記者になりませんか？

【申し込み・問い合わせ】 中央大学広報室「HAKUMON Chuo」編集担当：北村 豊　　E-mail：hc-grp@g.chuo-u.ac.jp

「HAKUMON Chuo」は中大生が取材・編集する大学
広報誌です。現在、学部在学生を対象に学生記者を
募集しています。

☆元新聞記者のプロや先輩の学生記者に、取材方法・原稿

の書き方をはじめ、添削指導を受けることができます。

将来どんなキャリアを目指すにも文章力が重要です！

☆取材を通して、さまざまな人に出会うことができます。

出会いの数ほど思い出ができることでしょう。

☆記者活動を通してコミュニケーション能力など「社会人

基礎力」を身につけることができます。

　途上国開発や国際協力について学修している経済学部の林光洋教授のゼミは６月29日、フェアトレード
に関する公開授業（公開講演会）を開催した。フェアトレードとは、「弱い立場にある生産者や労働者か
ら、農産物、衣類、雑貨などを正当な価格で、継続的に購入し、貧困や格差を是正していくための貿易上
のパートナーシップ、経済システム」のこと。林教授の「国際協力論」の授業では毎年度、フェアトレードに
ついて学ぶ回を設けている。
　公開授業は、FLP国際協力プログラムのFACT（中央大学フェアトレード委員会）が企画・準備を担当
し、すき家、ココスなどの飲食チェーンを全国展開するゼンショーホールディングス（HD）の協力で実現し
た。フェアトレードの業務に従事する社員２人を講師に招いてオンラインで開催し、履修者以外にも学生や
大学教職員ら約130人が参加した。

ゼンショーHD社員を講師に招いて学修

経済学部・林光洋教授のゼミが「国際協力論」の授業で開催
フェアトレード公開授業の企画・運営を担当した林教授のゼミの３年生▲

ChudaiNews

「フェアトレード」の公開講演会
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　ゼンショーHD社員が講師を務め

た公開授業を聴講し、学生たちは何

を学び、何を得たのか。FLP国際協

力プログラムの林光洋ゼミのゼミ生

で、中央大学フェアトレード委員会

（FACT）代表（授業当時）の工藤妙

香（よしか）さん（文３）、副代表（同）

の関川知沙代さん（総合政策３）に

聞いた。

　工藤さんは、まず飢餓が途上国

を含む世界で問題になっていること

と、「何をすれば生産者の利益にな

るのか」というゼンショーHD社員

の言葉が印象的だったという。

「フェアトレードにはさまざまな形が

ある。あくまで生産者の目線で、生

産者と直接つながるゼンショーHD

の国際産直型というアプローチは、

有効な形だと思った」と振り返る。

　「助けてあげる、支援する」という

姿勢ではなく、フラットで対等な目

線で生産者との関係を見ているこ

とが印象に残ったという関川さん

も、「どうすれば現地のニーズに

合ったことが可能か、長期の取引

が可能かを考えさせられた」と授

業の意義を語った。

　２人はさらに、「身近な企業で

も、私たちの興味のある分野で活

躍できる場所があり、途上国の問

題に注目しながら働くことができる

という一つのあり方を学べた」（工

藤さん）、「将来の仕事としてさまざ

まな国とつながりたい、フェアト

レードに関する仕事をしたいと考え

て企業をみるとき、その企業がどの

ような取り組みをして、どのような

問題意識を持っているかという一

つの基準を得られた」（関川さん）

と話した。将来の仕事や働き方を

深く考えていく意味でも有意義な

機会となったようだ。

　今回の公開授業は、林教授の

「オンラインでも講演会をやってみ

ChudaiNews

たらどうか」という提案をもとに、ゼ

ミ生が実際にフェアトレードに取り

組んでいる企業を調べて企業側の

担当者に連絡し、講演の内容につ

いても話し合いながら、一つの授業

という形に結実させたという。

　工藤さんは「FACTや林ゼミの活

動では、自分たちで企画して主体

的に動くことで、その経験が身につ

いていく」、関川さんも「主体的に

動かないと、分かるはずのことも分

からない。私自身も『自分から動

く』ということができ始めている」

と、ゼミ学修やFACTの活動で得

られた成果を話している。

ゼミ生でFACT前代表の工藤妙香さん（文３）、前副代表の関川知沙代さん（総合政策３）

「対等な目線で生産者と直接つながる」
「主体的に動くことの大切さ」も学ぶ

　「Fairtrade Chuo University Team」の略。2007年、林光洋教授のFLP国際協力プログラムのゼミが母体となり、フェアトレードの普
及、啓発などを目的に発足した学生団体。現在、２～４年の70人近くが在籍している。フェアトレードをテーマにしたさまざまな活動を行
い、ピープルツリーや第三世界ショップ、森永製菓、スターバックスコーヒージャパンなどの企業・団体の協力で、フェアトレードに関する講演
会を開催している。
　また、主にテキストを使った輪読やDVDを用いて、フェアトレードについて話し合いながら知識を深める形
で勉強会も行っている。白門祭でフェアトレード製品を販売する店を出したり、中央大学生協と協力して、チョ
コレートやクッキー、手芸品、雑貨などを販売する生協でのフェアトレード・フェアを開催したりしている。
　新メンバーも募集中。中大生ならだれでも参加できる。

☆FACT（中央大学フェアトレード委員会）

フェアトレードについて学んだオンラインの公開授業▲

ゼンショーHDと取引のあるペルーの生産者が育てたコーヒー豆（オンラインの公開授業から）▶

長期のパートナーシップへ
「取引の持続性」「生産者の自立意志」が重要
水道整備、学校・病院建設も推進
　「世界から飢餓と貧困を撲滅する」を企業理念とするゼ

ンショーHDの社員、田中慶さん、加藤文菜（あやな）さん

は、コーヒー豆などの取引で同社と結びつきの深い東南ア

ジアの東ティモール、南米のペルー、アフリカのルワンダ、

ウガンダなどの生産地を例に、実際に取引の現場で見聞き

した内容について講演した。東ティモールで生産された

コーヒー豆のドリップバッグコーヒーをすき家で2007年に

販売したのが同社のフェアトレードの始まりという。

　講演要旨は次の通り。

〇過去の戦争や搾取がもたらした結果が、現在の飢餓や
貧困の背景にあるといわれている。経済的な競争の中
でも生産者の人間らしい暮らしを奪ってはいけない、搾
取してはいけないという理念が、ゼンショーHDのフェ
アトレードの取り組みの根本にある。
〇生産者の生活を無視するような不当な低価格ではな
く、本来支払うべき価格を支払うことが良い循環をもた
らす。人と人とは対等なパートナーであるべきで、貿易
によってともに成長する中で、生産者も自立できる。
〇ゼンショーHDでは、フェアトレード価格で買い上げる

ゼンショーHD　田中さん、加藤さん講演要旨

　とともに、社会開発資金（ソーシャル・デベロップメン
ト・コスト）を供与し、生産者の居住する地域の水道施
設の整備、学校・病院建設などに役立てている。
〇フェアトレードはチャリティーではない。生産者が苦し
い立場から自立して発展していくための手段であり、貧
困格差を広げないための取り組みである。このため、永
遠に続くものではなく、生産者が自立し、いずれは“卒
業”することを目指している。
〇取引の開始前に、「一度限りでなく取引を持続できるか」
「生産者に自立の意志があるか」を確認することが最も
重要。互いに長期的なパートナーシップを築けるかとい
うことである。
〇国際的なフェアトレード機関の「世界フェアトレード連
盟」（WFTO、本部・オランダ）によれば、フェアトレード
は「国際的な貿易をより平等にするために行うパート
ナーシップ」であり、「弱い立場の生産者や労働者の権
利を保障してより良い条件で取引することが持続可能
な開発を支える」としている。ゼンショーHDのフェアト
レードについて、WFTOは「われわれとはやり方は違う
が、良い取り組みだ」と評価した。
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スタートは
「キャリアデザイン」

　プロジェクト研究の発端は、「キャ

リアデザイン」でした。

　私たちは、岩手県遠野市の特産物

である「ホップ」農業が抱える問題の

解決を課題としました。市内のホップ

は生産量、栽培面積、就業者がそれ

ぞれピーク時から約６分の１に減少

しています。また、毬花（きゅうか）と

一緒に収穫される蔓（つる）は花の

6、7倍の量になり、廃棄に多大な費

用や労働力が必要とされます。

　「農家の負担になっているだろう

蔓の処分を糸口に、手助けができな

いか」。私たちは、これを課題とし、

授業を担当する樋口邦史先生から

紹介された遠野市職員（当時は遠

野みらい創りカレッジ・マネジャー）

の西村恒亮さんと一緒に活動を進

めました。

「社会実装にこそ本当の
価値」「持続的な産業を
つくりたい」

　ホップの蔓とは何かを掘り下げ、

植物の素材を利用した先進的な科

学技術を生かせるのではないかと

考えて、セルロースナノファイバー

（Cellu lose Nano Fiber、以下

CNF）に着目しました。CNFは軽量

で強度が高いという特性から産業

界で注目されています。農業廃棄物

も植物であり、既存の炭素繊維が

木材からの製造が主流なことから、

木材と同様にCNFを取り出せるかも

しれないという仮説を立てました。

　他の授業やゼミと同様、プレゼン

テーションまでがゴールでしたが、

「社会実装にこそ本当の価値があ

る」「一時的な提案ではなく、遠野

を支える持続的な産業をつくりた

い」と、西村さんと私たちは考えまし

た。樋口先生に相談をしながら、授

業後も独自に研究を進めたのです。

スピンアウトした理由は、私（齊藤央

将）の実家がクリ農家であったこと

にあります。クリも、いがや皮の部分

は放っておくと虫害が発生するなど

農業廃棄物の問題があります。実

家は結局、農家を続けられなくな

り、今もその悔しさを覚えています。

この経験からも、ホップ農業の苦難

を切実に感じ、研究を継続しようと

思いました。

　そして、仮説を検証してくれる研

究者を探し、コーヒーかすからの

CNF取り出しという研究を発表され

ていた横浜国立大学大学院工学研

究院 機能の創生部門の川村出准

教授に依頼しました。川村先生と、

同大学院理工学府化学・生命系理

工学専攻の院生、金井典子さんによ

る熱心な科学的検証のおかげで、

ホップからのCNF取り出しに成功

▼キャリアデザインの授業風景

ChudaiNewsChudaiNews

ビール原料のホップの蔓から次世代ナノ素材の分離に成功
農業廃棄物を活用、軽量・高 強度に産業界も注目

現地を見て、課題を掘り下げ、新しい見方を学び、
新たな価値を見出し、プロジェクトを練り直していく
齊藤央将さん（経済２）、斉藤羽流さん（経済２）

　経済学部の樋口邦史講師が開講する「キャリアデザイン」「Glocal Field Studies」で生まれたプロジェクトから、履修生

の経済学部２年生の２人、齊藤央将さんと斉藤羽流さんがスピンアウト（派生的に独立の組織を作ること）させて得た着想

をもとに、横浜国立大学大学院工学研究院の川村出准教授らの研究チームが今年６月、ビール製造の原料となるホップの

蔓（つる）から、次世代のナノ素材として注目される超極細繊維「セルロースナノファイバー」を分離させることに成功したと発

表しました。詳細は米国化学会発行で、化学系雑誌の中でも高い権威を有する「ACS Agr icultural Science & 

Technology」に投稿され、最も注目度の高い論文として、雑誌の表紙を飾りました。

　齊藤央将さんと斉藤羽流さんに、プロジェクトの内容や、経緯、やりがいなどを綴ってもらいました。

経済学部２年の学生がプロジェクト研究を主導
「キャリアデザイン」からスピンアウトしてプロジェクトを進めた齊藤央将さん（左）と斉藤羽流さん。右は樋口邦史講師▲
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スタートは
「キャリアデザイン」

　プロジェクト研究の発端は、「キャ

リアデザイン」でした。

　私たちは、岩手県遠野市の特産物

である「ホップ」農業が抱える問題の

解決を課題としました。市内のホップ

は生産量、栽培面積、就業者がそれ

ぞれピーク時から約６分の１に減少

しています。また、毬花（きゅうか）と

一緒に収穫される蔓（つる）は花の

6、7倍の量になり、廃棄に多大な費

用や労働力が必要とされます。

　「農家の負担になっているだろう

蔓の処分を糸口に、手助けができな

いか」。私たちは、これを課題とし、

授業を担当する樋口邦史先生から

紹介された遠野市職員（当時は遠

野みらい創りカレッジ・マネジャー）

の西村恒亮さんと一緒に活動を進

めました。

「社会実装にこそ本当の
価値」「持続的な産業を
つくりたい」

　ホップの蔓とは何かを掘り下げ、

植物の素材を利用した先進的な科

学技術を生かせるのではないかと

考えて、セルロースナノファイバー

（Cellu lose Nano Fiber、以下

CNF）に着目しました。CNFは軽量

で強度が高いという特性から産業

界で注目されています。農業廃棄物

も植物であり、既存の炭素繊維が

木材からの製造が主流なことから、

木材と同様にCNFを取り出せるかも

しれないという仮説を立てました。

　他の授業やゼミと同様、プレゼン

テーションまでがゴールでしたが、

「社会実装にこそ本当の価値があ

る」「一時的な提案ではなく、遠野

を支える持続的な産業をつくりた

い」と、西村さんと私たちは考えまし

た。樋口先生に相談をしながら、授

業後も独自に研究を進めたのです。

スピンアウトした理由は、私（齊藤央

将）の実家がクリ農家であったこと

にあります。クリも、いがや皮の部分

は放っておくと虫害が発生するなど

農業廃棄物の問題があります。実

家は結局、農家を続けられなくな

り、今もその悔しさを覚えています。

この経験からも、ホップ農業の苦難

を切実に感じ、研究を継続しようと

思いました。

　そして、仮説を検証してくれる研

究者を探し、コーヒーかすからの

CNF取り出しという研究を発表され

ていた横浜国立大学大学院工学研

究院 機能の創生部門の川村出准

教授に依頼しました。川村先生と、

同大学院理工学府化学・生命系理

工学専攻の院生、金井典子さんによ

る熱心な科学的検証のおかげで、

ホップからのCNF取り出しに成功

▼キャリアデザインの授業風景

ChudaiNewsChudaiNews

ビール原料のホップの蔓から次世代ナノ素材の分離に成功
農業廃棄物を活用、軽量・高 強度に産業界も注目

現地を見て、課題を掘り下げ、新しい見方を学び、
新たな価値を見出し、プロジェクトを練り直していく
齊藤央将さん（経済２）、斉藤羽流さん（経済２）

　経済学部の樋口邦史講師が開講する「キャリアデザイン」「Glocal Field Studies」で生まれたプロジェクトから、履修生

の経済学部２年生の２人、齊藤央将さんと斉藤羽流さんがスピンアウト（派生的に独立の組織を作ること）させて得た着想

をもとに、横浜国立大学大学院工学研究院の川村出准教授らの研究チームが今年６月、ビール製造の原料となるホップの

蔓（つる）から、次世代のナノ素材として注目される超極細繊維「セルロースナノファイバー」を分離させることに成功したと発

表しました。詳細は米国化学会発行で、化学系雑誌の中でも高い権威を有する「ACS Agr icultural Science & 

Technology」に投稿され、最も注目度の高い論文として、雑誌の表紙を飾りました。

　齊藤央将さんと斉藤羽流さんに、プロジェクトの内容や、経緯、やりがいなどを綴ってもらいました。

経済学部２年の学生がプロジェクト研究を主導
「キャリアデザイン」からスピンアウトしてプロジェクトを進めた齊藤央将さん（左）と斉藤羽流さん。右は樋口邦史講師▲
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題字／書道會会長　原れい

こんにちは！　中央大学書道會です。
今号では、夏季に行った書道會の対面活動について紹介したいと思います。

　実に1年以上の間をおいての学内での活動でした。行ったのは「水
書き」。水書きとは、半紙の代わりに特殊なシートを、墨の代わりに
水を使って行う書道です。皆さんも小学校の書道の時間などで、先
生が使われているのを見たことがあるのではないでしょうか？
　今回はその水書きで、大きな字を書く練習をしました。お題はない
ため、形式に縛りはあっても書くものは自由です。書道會ではこのよ
うに、常に自分の好きなものを書いています。両日とも、個性あふれ
る作品が出そろい、頼もしい限りでした。
　水書きシートでの活動は初めてでしたが、水書きは汚れることもなくて扱いやすく、書道會として活動の幅が
広がったことも収穫になりました。

8月17日、27日　水書き書道会

　5月以来久しぶりの対面活動
でした。上級生は再会に心を
躍らせ、新入部員は新たな出
会いに緊張しつつも胸を膨ら
ませ、それぞれにとって貴重な
集いの場になりました。
　活動の内容としては縛りの
ない自由な形式で、見本を見
ながら書く人もいれば自分の

思うままに書く人もいてさまざま。とはいえ、真剣に筆を持ち机に向かう姿は共通で、
その姿が印象に残ります。同じ書道を愛好する学生どうしで集まることができる喜び
を再確認しました。
　書道會には書道経験者も未経験者も多くの部員が在籍していますが、この日はたま
たま経験者の方が多かったようで、レベルの高い作品も多く見られました。

7月2日　立川市・高松学習館にて

中央大学書道會 Twitter　　@chuo_shodo Instagram      @chuoshodo

いかがでしたでしょうか？いまだ活動に制限が残る状況ですが、
部員皆で意見を出し合い、試行錯誤しながら、楽しく活動を続けていければと考えています。

　白門祭でも活動予定ですので、ぜひチェックしてみてください！

◆キャリアデザインとは
　樋口邦史講師が開講するイノベーティブな経済学部の専門科目。グループワークで社会の課題を見つけ、環境や経済、社会にどのような価値をもた
らすのかを考え、SDGsの主流化を目指したプロジェクトを企画する。さらにエクステンション科目「Glocal Field Studies」において、他大学の学生
や高校生、そして地元住民らとプランを練り直し、遠野市関係者にプレゼンテーションを行う。
　これらを通して、実践的なコミュニケーション力、情報分析力、企画力、プレゼンテーションスキルを身につけるほか、授業前半では、活躍している社
会人の講演や、企業の多面的な見方の学習なども行い、「社会で本当に必要なことはなにか」について多面的な価値観を醸成する。

◆セルロースナノファイバーとは
　植物繊維をナノレベルまで微細化することで得られる植物由来の繊維。超極細の繊維として循環型社会の構築、カーボンニュートラルの実現にお
いて注目を集める。熱に強く、鋼鉄の５倍の強度があり、重さは5分の１程度といった特長がある。木材パルプからの製造が主流の既存の炭素繊維は
製造コスト・輸送コストが高く、問題視されているが、今回の研究チームの新資源の創出により、この課題の解決に結びつくことも期待されている。

◆遠野みらい創りカレッジとは
　岩手県遠野市と、復興を支援した首都圏の企業が2014年、地域や産業の発展、人材育成への寄与を目的に同市に開校した。遠野市はカレッジを
交流・関係人口の拡大を図る拠点として位置付け、産官学民の連携で、生活者と協働による伝統文化や産業研究（リビング・ラボ）と、地域資源を活用
した探究や体験型学習を軸に「交流」「暮らしと文化」「産業創造」といったプログラムの企画・運営を実践している。中央大学経済学部と同カレッジは
2019年10月に、地域や産業の発展、人材育成を目的とした包括連携協定を結んでいる。

◆キャリアデザインとは
　樋口邦史講師が開講するイノベーティブな経済学部の専門科目。グループワークで社会の課題を見つけ、環境や経済、社会にどのような価値をもた
らすのかを考え、SDGsの主流化を目指したプロジェクトを企画する。さらにエクステンション科目「Glocal Field Studies」において、他大学の学生
や高校生、そして地元住民らとプランを練り直し、遠野市関係者にプレゼンテーションを行う。
　これらを通して、実践的なコミュニケーション力、情報分析力、企画力、プレゼンテーションスキルを身につけるほか、授業前半では、活躍している社
会人の講演や、企業の多面的な見方の学習なども行い、「社会で本当に必要なことはなにか」について多面的な価値観を醸成する。

◆セルロースナノファイバーとは
　植物繊維をナノレベルまで微細化することで得られる植物由来の繊維。超極細の繊維として循環型社会の構築、カーボンニュートラルの実現にお
いて注目を集める。熱に強く、鋼鉄の５倍の強度があり、重さは5分の１程度といった特長がある。木材パルプからの製造が主流の既存の炭素繊維は
製造コスト・輸送コストが高く、問題視されているが、今回の研究チームの新資源の創出により、この課題の解決に結びつくことも期待されている。

◆遠野みらい創りカレッジとは
　岩手県遠野市と、復興を支援した首都圏の企業が2014年、地域や産業の発展、人材育成への寄与を目的に同市に開校した。遠野市はカレッジを
交流・関係人口の拡大を図る拠点として位置付け、産官学民の連携で、生活者と協働による伝統文化や産業研究（リビング・ラボ）と、地域資源を活用
した探究や体験型学習を軸に「交流」「暮らしと文化」「産業創造」といったプログラムの企画・運営を実践している。中央大学経済学部と同カレッジは
2019年10月に、地域や産業の発展、人材育成を目的とした包括連携協定を結んでいる。

し、このCNFを「Hop-CNF」と名付

けました。

コロナ禍でも走りながら
成長する

　研究論文が米化学系雑誌で高く

評価されたのは、技術的な面だけで

はなく、一見マイナスに思えるような

社会問題を、新しく捉え直し、それ

を価値に変えることが社会で必要と

されているからだと考えています。

　研究のインパクトとしては、製品

開発における化石燃料の使用量減

少に伴うCO2排出量の減少や、軽

くて強度の高い複合材料による製

品開発、環境などへの配慮に基づく

製品開発・流通・消費によって地域

循環型経済が形成され、企業の

SDGsへの取り組みの加速化などの

相乗効果なども期待できます。

CNFは定義上、どの農業廃棄物か

らも取り出すことができ、多地域、

多品種へと展開していくことで、生

産・輸送・消費のあり方を変えうると

考えています。

　なぜここまで続けることができた

か。それは研究を進める中で、現地

を見て、現地の人の話を聞き、課題

を掘り下げ、新しい見方を勉強して、

新たな価値を見出し、プロジェクト

を再構築させていくことができたか

らです。

　コロナ禍でも活動を続けることが

できたのは、遠野におけるネット

ワークを構築してくれた西村さん、

社会的価値を追求していただいた

川村先生、金井さんの尽力があった

からこそであり、ZoomやSlackなど

のコミュニケーションツールを使い、

リモートでビジョンを共有できたこ

とも一因だと思っています。

　グローバルな問題を把握しなが

ら、自分たちのプロジェクトとして、

社会問題とどのように向き合い、貢

献していけるのか。その意味を考え

続け、今後も積極的に、ローカルに、

行動していきたいと思います。

▲プロジェクトの進行には、オンラインの会合が役立った（右上は遠野市職員の西村恒亮さん） ▲遠野市のホップ畑
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